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５
月
30
日
、
Ｊ
Ｒ
仙
石
線

が
全
線
運
転
を
再
開
し
た
。

併
せ
て
、
同
日
か
ら
仙
台
｜

石
巻
間
を
最
速
52
分
（
従
来

よ
り
約
10
分
短
縮
）
で
結
ぶ

仙
石
東
北
ラ
イ
ン
が
新
た
に

開
業
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
充
実
、
利
便
性

が
大
き
く
向
上
し
た
。

　
30
日
に
開
催
さ
れ
た
開
通

記
念
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
観
光

学
を
学
ぶ
人
間
学
部
・
庄
子

真
岐
ゼ
ミ
が
参
加
。
祝
賀
ム

ー
ド
を
盛
り
上
げ
た
。

　
石
巻
専
修
大
学
へ
の
主
な

公
共
交
通
機
関
で
の
ア
ク
セ

ス
方
法
は
左
図
の
と
お
り
。

こ
の
ほ
か
に
、
大
学
に
直
行

す
る
学
生
専
用
の
「
自
宅
通

学
サ
ポ
ー
ト
バ
ス
」
も
運
行

し
て
い
る
。
仙
台
方
面
（
２

ル
ー
ト
）
と
、
北
上
・
一
関

・
築
館
・
古
川
の
各
方
面
が

あ
り
、
多
く
の
学
生
が
利
用

し
て
い
る
。

　
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
は
欠

か
さ
ず
出
席
し
、
３
年
次
に

は
、
就
職
先
で
あ
る
石
巻
信

用
金
庫
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
１

週
間
に
及
ぶ
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
は
、
支
店
業
務
を
体
験

し
、
理
事
長
か
ら
話
を
伺

う
な
ど
、「
こ
れ
か
ら
の
信

金
」
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ

か
け
と
な
り
、
就
職
活
動
の

第
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

　
就
活
は
、
筆
記
試
験
よ
り

も
面
接
試
験
の
方
が
大
変
で

し
た
。
面
接
で
自
分
を
出
せ

る
よ
う
に
な
る
に
は
実
践
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
職
員

の
方
に
何
度
も
模
擬
面
接
を

行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ

う
し
た
準
備
は
大
切
で
、
企

業
の
方
に
も
伝
わ
り
ま
す
。

　
面
接
対
策
で
オ
ス
ス
メ
な

の
が
「
就
職
活
動
総
合
セ
ミ

ナ
ー
」
で
す
。
セ
ミ
ナ
ー
の

特
徴
は
参
加
者
全
員
が
見
守

る
な
か
で
行
わ
れ
る
模
擬
集

団
面
接
。
初
め
は
緊
張
し
て

失
敗
し
ま
し
た
が
、
１
泊
２

日
の
期
間
中
に
何
度
も
挑
戦

す
る
こ
と
で
、
ス
ラ
ス
ラ
答

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
成

長
を
実
感
で
き
ま
す
。

　
内
定
を
い
た
だ
い
た
４
年

次
の
後
半
に
は
、
就
職
資
料

室
で
「
就
活
サ
ポ
ー
タ
ー
」

と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。
就

活
の
体
験
を
伝
え
る
だ
け
で

な
く
、
履
歴
書
の
内
容
を
一

緒
に
考
え
る
な
ど
、
現
４
年

次
生
の
就
活
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
私

に
と
っ
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
練
習
の
場

と
な
り
ま
し
た
。

　
就
活
を
終
え
て
思
う
こ
と

は
、
多
く
の
人
と
出
会
い
、

話
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
で

す
。
学
生
同
士
だ
け
で
な

く
、
社
会
人
の
方
と
接
す
る

こ
と
で
、
言
葉
遣
い
や
マ
ナ

ー
が
身
に
つ
き
ま
す
。
自
分

か
ら
積
極
的
に
動
け
ば
、
大

学
生
活
で
は
そ
う
い
っ
た
場

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
心

が
け
て
プ
ラ
ス
と
な
る
機
会

を
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

　2015年度学生数
◆学部◆ ◆大学院◆
学部 学科 人数 研究科 専攻 人数

理　工

食　環　境 71（23）

理工学

修士課程

物  質  工  学 0（0）

生　物　科 183（44） 機械システム 
工　　　　学

4（0）
機　械　工 109（ 1）

情報電子工 101（ 2） 生  命  科  学 5（1）

基　礎　理 35（15） 博士後期 
課　　程

物質機能工学 0（0）

生物生産工 44（10） 生命環境科学 2（1）

小　計 543（95） 小　　計 11（2）

経　営 経　　　営 461（51）

経営学

修士課程 経　営　学 1（0）

人　間

人 間 文 化 48（23） 博士後期 
課　　程

経　営　学 3（1）
人 間 教 育 97（38）

小　計 145（61） 小　　計 4（1）

合　　計 1,149（207） 合　　計 15（3）

５月１日現在（カッコ内は女子内数）

　
２
０
１
５
年
３
月
に
本
学

を
卒
業
し
た
学
生
の
就
職
率

（
就
職
希
望
者
に
対
す
る
就

職
者
）
は
93
・
３
％
（
前
年

比
０
・
２
㌽
増
）
で
、
４
年

連
続
で
上
昇
し
た
。

　
５
月
19
日
、
文
部
科
学
省

と
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た

全
国
平
均
は
96
・
７
％
（
同

２
・
３
㌽
増
）。
景
気
回
復

に
よ
り
企
業
の
採
用
意
欲
が

高
ま
っ
た
結
果
、
調
査
が
始

ま
っ
た
１
９
９
７
年
以
降
２

番
目
の
高
水
準
と
な
っ
た
。

　
本
学
で
は
女
子
の
就
職
率

が
93
・
９
％
（
同
９
・
５
㌽

増
）
と
前
年
度
を
大
き
く
上

回
り
、
女
子
学
生
の
健
闘
が

光
っ
た
。
ま
た
、
学
部
別
で

は
理
工
学
部
が
95
・
９
％

（
同
２
・
４
㌽
増
）、
経
営

学
部
が
90
・
６
％
（
同
２
・

２
㌽
減
）。
学
科
別
で
は
機

械
工
学
科
が
１
０
０
％
（
同

　
今
春
に
経
営
学
部
を
卒
業

し
、
４
月
か
ら
石
巻
信
用
金

庫
に
勤
め
る
後
藤
慎
さ
ん

（
宮
城
県
登
米
高
出
身
）。

「
石
巻
で
多
く
の
こ
と
を
経

験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ

れ
か
ら
は
地
域
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
を
見
つ
け
、
恩
返

し
し
て
い
き
た
い
」と
日
々
、

業
務
や
勉
強
に
励
ん
で
い

る
。
在
学
中
は
岡
野
知
子
ゼ

ミ
や
石
鳳
会
計
研
究
会
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
部
で
活
動
し

た
。
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど

に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
就

職
活
動
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
そ
う
し
た
自
身
の
体
験

を
、
後
輩
た
ち
に
向
け
て
語

っ
て
も
ら
っ
た
。

◀
　
約
80
社
が
参
加
し
た
「
学
内
企
業
説
明
会
」（
仙
台
市
）

▲　「先輩たちの就職活動体験談」

　
本
学
で
は
独
自
に
構
築
さ

れ
た
「
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
と
、
経
験
豊
富
な
ス
タ

ッ
フ
に
よ
る
指
導
で
、
学
生

の
目
標
実
現
に
向
け
た
サ
ポ

ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

　
尾
崎
由
明
課
長
（
進
路
支

援
担
当
）
は
「
東
日
本
大
震

災
以
降
、
就
職
率
は
右
肩
上

が
り
と
な
っ
て
い
る
が
、
本

学
で
は
上
が
り
方
が
小
さ

い
。
教
職
員
が
連
携
し
て
学

生
と
密
接
な
関
係
を
築
き
、

東
北
地
区
で
一
番
を
目
指
し

て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
２
０
１
６
年
３
月
卒
業
生

（
現
４
年
次
生
）
か
ら
、
経

団
連
の
「
新
ル
ー
ル
」
に
よ

り
就
職
活
動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
繰
り
下
げ
ら
れ
た
。
こ

の
結
果
、
活
動
期
間
が
短
縮

さ
れ
、
事
前
準
備
の
重
要
性

が
増
し
た
。

　
本
学
で
は
、
４
年
間
を
通

し
た
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組

ま
れ
て
い
る
。
入
学
直
後
の

「
新
入
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
か

ら
始
ま
り
、
２
、
３
年
次
に

は
正
課
授
業
と
し
て
「
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
を
開
講
。

３
年
次
以
降
は
本
格
的
な
就

職
活
動
を
見
据
え
た
「
就
職

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
行
わ

れ
る
。

　
今
年
度
は
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
石
巻
圏
域
の
地

元
企
業
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
１
、
２
年
次
生
対
象
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
す

る
。
ま
た
、
１
年
次
の
進
路

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
拡
充
す
る
な

ど
、
早
く
か
ら
自
分
の
将
来

を
考
え
る
こ
と
を
促
す
。

　
就
活
中
の
学
生
に
対
し
て

は
〝
顔
の
見
え
る
〞
支
援
体

制
を
整
え
て
い
る
。
進
路
支

援
室
に
は
職
員
に
加
え
、
キ

ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
常

駐
。
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の

添
削
や
模
擬
面
接
な
ど
、

個
々
の
学
生
に
合
わ
せ
、
時

間
を
区
切
ら
ず
に
相
談
で
き

る
。

　
２
０
１
４
年
度
は
年
間
８

１
９
０
件
の
就
職
相
談
が
あ

っ
た
。
昨
年
度
か
ら
は
新
た

に
「
就
活
サ
ポ
ー
タ
ー
」
制

度
を
導
入
。
就
職
活
動
を
終

え
た
４
年
次
生
が
就
職
資
料

室
に
待
機
し
、
学
生
の
目
線

で
後
輩
た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
お
く
っ
て
い
る
。

　
本
学
は
、
キ
ャ
リ
ア
形
成

に
必
要
な
資
格
取
得
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
も
充
実
し
て
い

る
。
教
職
課
程
で
取
得
で
き

る
各
種
教
員
免
許
や
保
育
士

課
程
で
取
得
で
き
る
保
育
士

免
許
（
人
間
学
部
の
み
）
を

は
じ
め
、「
公
務
員
試
験
対

策
講
座
」「
日
商
簿
記
検
定

受
験
対
策
講
座
」「
リ
テ
ー

ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
販
売

士
）
講
座
」「
パ
ソ
コ
ン
講

座
」「
３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
利
用

技
術
者
試
験
対
策
講
座
」
な

ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ

れ
、
幅
広
い
分
野
の
資
格
取

得
を
支
援
し
て
い
る
。

　
尾
崎
課
長
は
「
就
職
を
希

望
す
る
学
生
に
と
っ
て
、
今

は
良
い
状
況
。
本
学
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
進
路
支
援
室
な
ど

を
有
効
に
活
用
し
、
希
望
の

進
路
を
実
現
し
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
る
。

　
人
生
の
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
「
就
職
」。
石
巻
専
修
大
学
で

は
就
職
活
動
に
向
け
た
独
自
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、
充
実
し
た
資
格
取
得
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
学
生
の
夢
の
実
現
を
支
援
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
２
０
１
５
年
３
月

卒
業
生
の
就
職
状
況
と
就
活
体
験
談
、
本
学
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
紹
介
す
る
。

今　春
卒業生就職率93.3％
前年比0.2㌽増　４年連続上昇

学
生
の
目
標
実
現
へ
サ
ポ
ー
ト

就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
＆
経
験
豊
富
な
ス
タ
ッ
フ

模
擬
集
団
面
接
で
鍛
え
る

就
活
体
験
談

経
営
学
部
Ｏ
Ｂ

後
藤
慎
さ
ん

仙石東北ライン開業

利便性アップキャンパス
アクセス

▲
　
庄
子
ゼ
ミ
は
「
ま
ち
な
か

探
検
ク
イ
ズ
」
を
実
施

◀
　「
女
子
学
生
限
定
メ
ー
ク
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」

２
・
６
㌽
増
）を
記
録
し
た
。

　
就
職
者
の
内
訳
を
地
域
別

に
み
る
と
、
最
も
割
合
の
高

い
北
海
道
・
東
北
地
方
が
57

・
７
％
（
同
７
・
３
㌽
減
）

と
減
少
し
た
の
に
代
わ
っ
て

関
東
地
方
が
34
・
２
％
（
同

10
・
２
㌽
増
）
と
上
昇
し

た
。
県
別
で
は
宮
城
県
が
38

・
７
％
（
同
１
・
２
㌽
減
）

と
例
年
と
変
わ
ら
ず
高
い
数

値
だ
っ
た
が
、
東
京
都
が
27

・
９
％
（
同
10
・
６
㌽
増
）

と
大
き
く
割
合
を
増
や
し

た
。


